
様式第１号（第４条関係） 

初期消火協力に対する消火器無償交換申請書 

年  月  日  

 

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合消防本部 

消防長          様 

 

申請者（所有者）           

住 所                  

氏 名                  

電話番号                 

 

 以下の火災現場において，消防法第25条第２項の規定により，消火器を使用しま

したので，消火器の無償交換を申請します。 

使 用 日 時    年  月  日  午前・午後  時  分頃 

火災発生場所 

（住 所） 

  

消火器の設置場所 
（住所・名称） 

消火器の種類 
（型式等） 

本数 

   

無償交換対象確認チェックリスト（申請者がチェックしてください。） 

□ 火災発生場所において，初期消火のために使用した消火器です。 

□ 私は，応急消火義務者※ではありません。 
※ 火災を発生させた者 

※ 火災の発生に直接関係がある者 

※ 火災が発生した建物の居住者又は勤務者 

□ 火災の火元に設置された消火器ではありません。 

□ 保険会社等から補償等を受けられる消火器ではありません。 

受 付 欄 経 過 欄 

 

引渡年月日    年   月   日 

 

受領者サイン              

注） 虚偽の申請により交換を受けたものであることが認められた場合は，当該消火器

の返還請求等の措置を講じる場合があります。 

（１） 

（２） 

（３） 

（４） 

（５） 

（６） （７） 
（８） 

（９） 

（10） 



初期消火協力に対する消火器無償交換申請書記入要領 

項   目 記    入    内    容 

（１）年月日 本申請書を提出する年月日を記入します。 

（２）宛 先 
本申請書を提出する消防長名を記入します。 

（令和５年８月１日現在 戸羽 一明） 

（３）申請者 
本申請書を提出する申請者（所有者）の氏名・住所・電話番号

を記入します。 

（４）使用日時 消火器を初期消火に使用した日時を記入します。 

（５）火災発生場所 

（住 所） 

消火器を初期消火に使用した火災の発生場所（住所）を記入し

ます。 

（記入例１）気仙沼市赤岩五駄鱈 43番地２ 

（記入例２）南三陸町志津川字新井田地内 南三陸消防署付近 

住所の番地まで分かる際は番地まで記入します（記入例１）。屋

外など住所が不明な際は，付近の目標物を記入します（記入例

２）。 

（６）消火器の設置場所

（住所・名称 

使用した消火器が設置されていた場所（住所・名称）を記入し

ます。 

（記入例１）気仙沼市赤岩五駄鱈 43番地２  

（記入例２）南三陸町志津川字新井田 34－４  

（事業所名）○○○○○ 

一般の住宅などの場合は住宅の住所を記入します（記入例１）。

事業所などの場合は，事業所名称まで記入します（記入例２）。 

（７）消火器の種類 

（型式等） 

使用した消火器の種類（型式等）を記入します。 

（記入例）○○製 粉末消火器 10型，○○製 住宅用強化液

1.0Ｌ，消第 5～31～1号，YA10XⅢのいずれかを記入します。 

（８）本数 使用した消火器の本数を記入します。 

（９）無償交換対象確認チ

ェックリスト 

申請時に申請者ご本人が項目内容を確認してチェック欄に記入

します。 

（10）経過欄 
消火器引渡時に，受取者が【受領日時】と【受領者サイン】に

記入します。 

 

 


